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一
赤
ち
ゃ
ん
が
一
定
の
時
期
に
達

一
す
る
と
乳
だ
け
で
は
栄
養
が
不

一
充
分
に
な
り
、
こ
の
時
期
を
越

一
し
で
も
乳
を
与
え
て
い
る
と
、

一
骨
や
筋
の
発
育
が
正
常
で
な
か

一
っ
た
り
、
体
重
の
増
加
も
悪
く

一
運
動
機
能
の
発
育
も
お
く
れ
て

一
病
気
に
対
す
る
抵
抗
力
も
弱
く

一
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
正
常
な
発

一
育
が
営
ま
れ
る
よ
う
に
す
る
に

一
は
離
乳
が
必
要
で
あ
り
ま
す
の

一
で
、
乳
以
外
の
も
の
が
主
食
に

一
な
る
様
慣
ら
し
て
ゆ
く
た
め
、

一
離
乳
食
の
調
理
の
講
習
会
を
地

一
区
毎
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
か

一
ら
、
お
母
さ
ん
方
は
必
ず
出
席

赤

ち

ゃ

ん
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内
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一
昨
年
六
月
以
来
関
係
各
位
の

和
一
理
解
と
協
力
に
よ
り
、
工
事
を

百
一
進
め
て
い
た
加
積
小
学
校
増
改

l
一
築
工
事
は
こ
の
程
竣
工
し
た
の

一
で
、
去
る
二
月
一
日
午
前
十
時

一
か
ら
竣
工
式
が
行
わ
れ
た
。

-
今
回
増
改
築
さ
れ
た
と
こ
ろ

掘
市
一
は
普
通
教
室
四
、
理
科
室
、
給

・3
.

一
食
室
各
一
、
そ
の
他
合
せ
て
約

一
二
百
五
十
坪
。
総
工
費
は
六
百

一
三
十
万
円
の
巨
額
に
の
ぼ
り
ま

-
A
一
し
た
。

E
一

着
工
以
来
献
身
的
な
努
力
を

一
さ
れ
た
、
工
事
請
負
者
、
促
進

一
委
員
会
並
び
に
P
T
A
等
地
元

一
皆
様
の
協
力
に
よ
っ
て
竣
工
し

+
下
一
た
こ
と
は
誠
に
よ
ろ
こ
ば
し
い

.
一
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一
近
代
的
教
育
設
備
を
持
っ
た

一
理
科
室
、
給
食
室
等
の
増
築
に

E
F
-
-

一
よ
っ
て
、
市
の
教
育
活
動
が
今

花
ぷ
一
後
一
層
進
展
す
る
よ
う
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

学

被

加

積
増

、
E
E

・e.
， 

竣

工

改

築

魚

× 

× 

× 

× 

上は増改築された加積小学校

下はー給食場

写真

片
貝
川
奥
地
開
発

促
進
期
成
同
盟
会
の
結
成

片
貝
川
は
、
そ
の
水
源
地
で
あ
一
は
、
直
ち
に
流
水
が
氾
濫
し
て

一期
実
現
期
成
同
盟
会
を
結
成
し
一
監
事

る
奥
地
の
地
勢
が
大
変
悪
い
上
一
洪
水
と
な
り
、
人
畜
、
家
屋
、

一

一

一

一事
務
局
を
市
役
所
内
に
置
き
目

一

グ

に
急
流
で
あ
る
か
ら
荒
療
が
甚
一
田
畑
に
災
害
を
与
え
、
叉
早
天
一

一

一

的

貫

撤

に

推

進

す

る

こ

と

に

な

一

五

し
く
、
年
間
約
三

O
万
立
方
米
一
が
続
く
と
皐
魁
の
た
め
農
作
物

一
〉

一評
議
員

一

一
っ
こ
o

一

、
ゾ
-
の
土
砂
、
礁
石
な
ど
を
流
出
し
一
の
生
育
を
阻
害
し
て
減
牧
を
み
て

7

一

一

一

一
な
お
役
員
は
次
の
通
り
で
あ
る

一

1
1

3
肝
一
年
々
河
床
を
高
め
て
、
耕
地
と
一
て
お
る
の
で
、
禍
を
転
じ
て
福

一

一

月
吻
一
の
高
低
差
が
毎
年
大
き
く
な
っ
一
と
な
す
た
め
調
査
研
究
を
重
ね

一会

長

一

戦

傷

病

者

の

制
搬
一
て
お
り
、
最
近
の
調
査
に
よ
る
一
た
結
果
、
水
源
地
で
あ
る
奥
地

一魚

津

市

寺

田

太
古
一

実

態

調

U
種
一
と
、
片
貝
橋
附
近
で
二
米
、
経
国
一
の
砂
防
、
植
林
事
業
を
施
行
し

一
副
会
長

高

木

源

次

一

附
紅
一
の
落
合
橋
附
近
で
一
、
四
米
也
一
て
保
水
力
の
涌
養
と
土
砂
の
流

一

グ

奥

村

順

平

一

市
内
在
住
の
傷
摸
軍
人
、
軍

(
一
耕
地
が
低
く
な
っ
て
、
計
画
洪
一
出
を
防
止
し
、
貯
水
堰
堤
を
築

一

。

伊

東

情

二

属

袋
、
款
、
目
症
)
及
び
未

一
水
量
を
八

O
%よ
り
流
す
こ
と
一
造
し
て
流
量
を
調
整
す
る
こ
と

一
理

事

長
田
喜
三
右
エ
門

一請
求
者
の
実
態
を
調
査
し
、
今

一

一

一

E
一後
の
厚
生
援
護
上
参
考
資
料
と

一
が
出
来
な
い
と
い
う
危
険
な
現
一
に
よ
っ
て
洪
水
、
早
害
等
を
防

一

グ

千

田

源

次

良

一
し
た
い
の
で
、
該
当
者
は
二
月

一
状
で
全
国
で
も
有
数
な
暴
れ
河
一
災
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
未
利

一

グ

明

石

寛

二

一

二
十
五
日
ま
で
に
社
会
福
祉
事

一

川

で

す

。

一

用

水

量

を

も

利

用

し

て

発

電

量

一

グ

稲

垣

文

吉

一

務

所
か
出
張
所
の
何
れ
か
へ
調

)
一
ま
た
奥
地
面
積
が
狭
く
、
そ
の
一
の
増
強
を
計
る
成
案
を
得
た
の

一

p

徳

本

謙

治

一
査
書
を
届
出
て
下
さ
い
。

勾
一
上
荒
療
が
甚
し
い
か
ら
保
水
力
一
で
、
こ
れ
が
早
期
実
現
を
図
る

一

グ

山

越

弥

三

一

用
紙
は
届
出
先
に
準
備
し
て

一
が
乏
し
く
、
一
朝
多
雨
の
場
合
一
た
め
に
去
る
一
月
二
十
八
日
早

一

グ

関

口

長

一あ
り
ま
す
。

中

島

甚

平

河

崎

浅

之

助

伊

東

正

清

小

林

宗

作

外
九
七
名

の

の

調

理

講

習

し
て
受
講
な
さ
る
よ
う
望
ん
で

お
り
ま
す
。

な
お
日
時
等
に
変
更
が
あ
る
場

合
は
改
め
て
お
知
ら
せ
致
し
ま

す。一
、
受
講
料
無
料

二
、
日
時
及
び
場
所

ハ
各
場
所
共
午
後
一
時
か
ら
〉

下
中
島
小
学
校
二
月
十
五
日

松
倉
小
学
校
二
月
十
八
日

上
中
島
出
張
所
二
月
二
十
日

西
布
施
出
張
所
二
月
廿
六
日

道
市
公
民
館
二
月
廿
七
日

経

団

出

張

所

三

月

一

日

上
野
方
出
張
所
三
月
五
日

大

町

校

下

〕
{
三
月
六
日

本

江

校

下

サ
-
魚
津
保
健
所

村

木

校

下

」

一
大
火
義
援
金
品
一

義

援

A
V

一
月
十
七
日

金

災

害

土

木

復

旧

事

業

昭
和
二
十
七
年
以
降
連
年
蒙
っ

た
大
な
る
災
害
の
土
木
復
旧
事

業
に
対
し
、
完
成
に
努
力
を
し

て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
今

般
昭
和
三
十
一
年
度
施
行
分
と

し
て
、
更
に
工
事
入
札
を
二
月

十
一
日
実
施
致
し
ま
し
た
と
こ

ろ
次
の
通
り
夫
々
決
定
し
直
ち

に
着
手
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

富
川
筋
左
右
岸
北
山
護
岸
欠
所

復
旧
工
事
、
魚
津
市
北
山
地
先

延
長
二
五
七
来
。
ハ
二
七
国
災

第
一
四
九
号
〉

小
川
寺
川
筋
右
岸
蛇
田
護
岸
欠

所
復
旧
工
事
、
魚
津
市
蛇
田
地

先
、
延
長
九
五
米
。
ハ
三

O
国

災
第
一
九
号
)

富
川
筋
室
田
護
岸
欠
所
復
旧
工

事
、
魚
津
市
室
田
地
先
、

床
止

堰
堤
。
ハ
一
一
二
国
災
第
二

O
号〉

小
川
寺
川
筋
左
岸
小
川
寺
護
岸

欠
所
復
旧
工
事
、
魚
津
市
小
川

す
と
、
銀
行
か
ら
資
金
が
皆

さ
ん
に
渡
り
ま
す
。

四
、
設
計
審
査
申
請
と
は
、

公
庫
の
融
資
に
よ
っ
て
建
設

さ
れ
る
住
宅
は
、
ど
の
よ
う

な
計
画
で
建
て
ら
れ
る
か
あ

ら
か
じ
め
確
め
且
つ
、
公
庫

で
定
め
て
い
る
「
融
資
住
宅

建
設
基
準
」
に
適
合
し
て
い

る
か
を
調
べ
る
も
の
で
す
勺

五
、
設
計
審
査
の
申
請
と
貸
付

契
約
を
す
る
期
間
に
つ
い
て

1

設
計
審
査
の
申
請
は
「

選
考
の
結
果
に
つ
い
て
通

知
書
」
を
受
け
ら
れ
た
日

か
ら
四
十
五
日
以
内
に
、

設
計
審
査
申
請
書
を
市
復

興
部
建
築
課
ヘ
提
出
し
て

戴
き
ま
す
。

2.

こ
の
設
計
の
合
格
通
知

を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
設

計
合
格
の
日
か
ら
十
五
日

以
内
に
貸
付
契
約
を
申
し

出
な
け
れ
ば
、
取
尚
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

六
、
設
計
審
査
申
請
に
要
す
る

書
類
七

土

地

区
画
整
理
区
域

(

焼
失
区
域
〉
内
は
、
換
地

決
定
次
第
、
土
地
区
画
整

理
法
に
基
き
県
知
事
あ
て

許
可
申
請
し
許
可
を
受
け

て
戴
き
ま
す
。

乞

建

築
確
認
申
請

二
通

丘
設
計
審
査
申
請

書

四

通ι
設
計
図
、
仕
様
書

二

一

通

通

叩
抵
当
権
設
定
登
記
委
任

一

ハ
図
面
は
建
築
場
所
の
案

状

一

通

一

内
図
、

建
物
配
置
図
、
平

什
公
正
証
書
作
成
委
任
状

一

面
図
、
立
面
図
、
矩
計
図
、

一
通

一

基
礎
伏
図
等
〉

吃

火

災
保
険
契
約
締
結
に

一

ι
土
地
に
関
す
る
書
類

関
す
る
委
任
状

一

通

一

土
地
区
画
整
理
区
域
内
は

一

知
事
の
許
可
書
、
土
地
区

侶
土
地
に
関
す
る
書
類

一一

画
整
理
区
域
外
は
、
所
有

一
通

一一

叉
は
借
地
の
書
類
の
写
一

三
、
資
金
の
で
る
時
期
は
、
こ

一

通
、
こ
れ
ら
の
書
類
を
提

の
貸
付
契
約
を
す
ま
し
て
工

一

出
し
て
戴
き
ま
す
。

事
を
設
計
書
の
.と
お
り
着
手

一

〈
こ
の
手
続
に
必
要
な
用

し
、
そ
の
工
事
中
に
、
定
め

一

紙
は
、
市
建
築
課
で
実
費

ら
れ
た
工
程
の
都
度
、
申
し

一

・
で
お
渡
し
ま
す
o
v

出
ら
れ
て
、
検
査
合
格
し
ま
一
七
、
建
設
基
準
に
つ
い
て

金
五
百
円
大
阪
市
生
野
区
舎

利
寺
町
三
丁
目
一
二
正
真
寺

小
西
久
正

金
三
百
円
静
岡
県
島
田
市
小

学
校
六
年
生

匿
名

金
二
百
四
十
円
小
浜
市
匿
名

金
五
百
円
和
合
町
四
方
新
出

町
町
内
児
童
ク
ラ
ブ
会

会
長
芝
草
正
勝

-
一
月
二
十
二
日

金
四
百
円
市
内
橋
場
町

竹
昭
太
郎

金
百
円
市
内
本
江

源
嗣

に

着

工

寺
地
先
延
長
二
一
米
。

国
災
第
二
四
号
〉

小
川
寺
川
筋
左
右
岸
小
川
寺
伺

護
岸
欠
所
復
旧
工
事
、
魚
津
市

小
川
寺
地
先
、
延
長
二
二
米
。

ハ
一
一
二
国
災
第
二
五
号
〉

市
道
小
川
寺
御
影
線
日
尾
道
路

欠
所
復
旧
工
事
、
魚
津
市
日
尾

地
先
、
延
長
二
五
、
五
米
。

ハ
一
一
二
国
災
第
二
七
号
》
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擢
災
に
よ
る
建
築
資
金
借
入
希
望

の
方
は
、
さ
き
に
北
陸
銀
行
魚
津
支

庖
へ
借
入
の
申
込
み
を
し
て
戴
き
ま

し
た
。
そ
の
後
の
進
め
方
と
し
て
、

住
宅
金
融
公
庫
か
ら
「
選
考
の
結
果

に
つ
い
て
通
知
書
」
〈
は
が
き
〉
を

受
け
ら
れ
た
方
は
、
資
金
が
実
際
入

手
で
き
る
ま
で
に
次
の
諸
手
続
と
定

め
ら
れ
た
建
設
基
準
に
よ
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
の
進
め

方
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

一
、
手
続
と
し
て
こ
の
通
知
書

を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
ど
の

よ
う
に
建
て
ら
れ
る
か
の
設

計
図
書
と
、
申
請
書
を
市
役

所
建
築
課
へ
提
出
し
て
戴
き

こ
の
設
計
が
合
格
し
ま
し
た

ら
、
北
陸
銀
行
魚
津
支
庖
で

貸
付
契
約
を
締
結
し
ま
す
。

二
、
銀
行
で
こ
の
貸
付
契
約
す

る
為
に
は
、
次
の
書
類
を
整

え
る
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
の

用
紙
は
銀
行
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。

-

住

宅

資
金
貸
付
に
関
す

る
契
約
証
書

二
通

2.

住
宅
資
金
借
入
申
込
明

『

細

書

二

通

Z
山
融
資
住
宅
の
土
地
施
工

に
関
す
る
誓
約
書

一
通

ι
保
証
人
の
月
牧
証
明

一
通

F

片
山
保
証
人
〈
二
人
〉
の
印

鑑
証
明
各
二
通

ふ
申
込
者
の
印
鑑
証
明

三
通

九
家
屋
保
存
登
記
委
任
状

一
通

&
家
屋
竣
工
届
委
任
状

一通

仏
家
屋
新
築
届
委
任
状

-
一
月
二
十
八
日

金
五
百
円
市
内
浜
経
団

野
君
子

金
一
千
八
百
円
市
内
片
貝
地

区

一

義

援

.
二
月
一
日

一一-
一
月
七
日

金
千
三
百
五
十
円

一

大
阪
府
布
施
市
大
平
寺
二
四

一
O
衣
類
一
個
リ
高
岡
市
二
塚
青

五
松
本
国
彦

一木
友
吉
、
東
京
都
太
田
区
山
下

.
二
月
十
三
日

一佐
一
、
高
岡
市
本
町
大
谷
派
高

佐
々
木

ハ一二一 森

金
四
千
二
百
円

朝

一

募
金
会

一累
計
四
車
、
一
四
五
、
七
O
五
回

富
山
県
共
同

ロ
ロロ

大
要
次
の
基
準
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

七
建
物
の
下
坪
の
面
積
は

敷
地
面
積
の
七
割
を
超
え
な

い
こ
と
。

つ
い
住
宅
の
面
積
は
、
九
拝

以
上

1
三
O
坪
二
五
以
内

と
す
る
。
庖
舗
付
の
併
用

住
宅
の
場
合
は
、
そ
の
住

宅
部
分
と
見
ら
れ
る
面
積

が
、
全
体
の
延
べ
面
積
の

二
分
の
一
以
上
で
あ
る
こ

Lι

。
ι
木
造
叉
は
木
骨
防
火
造

の
建
物
は
一
戸
建
で
あ
る

こ、と。

ι
新
築
す
る
そ
の
住
宅
に

台
所
、
便
所
を
設
け
、
ひ
と

構
え
と
し
、
備
わ
っ
て
い

可。ア}、と。

5

基
礎
は
、
布
コ

γ
ク
リ

ー
ト
造
と
し
地
上
部
八
寸

以
上
と
す
る
。

ふ
柱
は
三
寸
五
分
角
、
ニ

階
建
の
一
階
は
四
寸
角
と

す
る
、
適
当
に
筋
違
火
打

材
を
取
付
け
る
。

7.

新
築
さ
れ
る
住
宅
の
面

積
が
、
基
準
坪
数
を
超
え

た
り
、
庖
舗
部
面
積
が
住

宅
部
面
積
よ
り
多
か
っ
た

場
合
、
叉
既
存
建
物
に
増

築
す
る
場
合
は
融
資
に
な

り
ま
せ
ん
。
既
存
建
物
に

増
築
す
る
場
合
は
、
別
途

で
増
築
資
金
借
入
申
込
の

方
法
が
あ
り
ま
す
。
工
事

111の依す
93人生出

岡
教
務
所
、
東
京
都
中
央
区
読

売
新
聞
社

av
一
月
十
日

O
衣
類
一
個
H
H
高
岡
市
枚
野
富

岡
、
岡
山
忠
夫
全
孝
夫
O
ワ

γ
ピ
1
ス
一
枚
タ
オ
ル
二
本
H

埼
玉
県
所
沢
市
下
新
井
国
立
病

院
前
、
貫
井
芳

に
つ
い
て
変
更
さ
れ
る
場

合
は
事
前
に
、
或
い
は
、

不
明
な
点
な
ど
に
つ
い
て

市
建
築
課
へ
申
出
し
て
下

さ
い
。

i......."....・.・・ J・・・・今月の市税~γH

:固定資産税:
4 期分

納期 2月28日，

寄

金
三
千
円
川
縁

坪

崎

義

一

〈
父
死
去
に
よ
る
香
志
と
し

て
社
会
福
祉
援
護
金
〉

金
二
千
円
新
住
吉
町
高
木
広
吉

ハ
亡
母
す
け
ム
殿
の
遺
志
に
よ

る
香
志
)

金
五
百
円
魚

津

局

消

印

匿

名

ハ
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
援

護
金
〉

附

26人

45件

46.487人

9.017 

亡

女因

世帯数

口

死

婚
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…
家
畜
の
寄
生
虫
駆
除
…

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

』

-t-家
畜
の
寄
生
虫
に
は
多
く
の
種

一で、

公
衆
衛
生
の
面
か
ら
見
て

告
2
類
が
あ
り
ま
す
が
、
ダ
ニ
や

γ
一
も
、
な
お
ざ
り
に
は
で
き
ま
せ

一
ラ
ミ
の
よ
う
な
皮
膚
に
寄
生
す

一ん。

一
る
も
の
を
(
外
部
寄
生
虫

と
い
一
。
腸
結
節
虫

-
L
、
姻
虫
や
肝
て
つ
の
よ
う
に
一
体
長
一

1
二
糎
の
糸
ク
ズ
の
よ

子
一
腸
や
肝
臓
に
寄
生
し
て
い
る
も
一
う
な
虫
で
、
発
育
途
中
に
腸
壁

げ
一
の
を
内
部
寄
生
虫
と
い
っ
て
い
一
に
侵
入
し
、
粟
粒
大
、
麻
実
大

斉

一

ま

す

。

一

や

指

頭
大
の
結
節
を
作
り
、
黄

日
一
わ
が
国
で
一
番
多
い
内
部
寄
生
一
色
あ
る
い
は
、
灰
緑
色
の
か
た

旬
一
虫
は
大
動
物
で

は
牛
の
肝
て
一
い
結
節
と
な
っ
て
い
ま
す
。

若

j
一
つ
、
日
本
住
血
吸
虫
、
馬
の
畑

一い
細
山
羊
は
こ
の
た
め
下
痢
や

わ
一
虫
、
硬
口
虫
、
馬
附
の
幼
虫
な
一
粘
血
便
を
出
し
栄
養
が
と
れ
な

一
二
ど
で
、
中
小
家
畜
で
は
細
羊
や
一
く
な
り
衰
弱
し
て
や
が
て
死
ん

μ
一
山
羊
の
胃
虫
、
腸
結
節
虫
、
糸
一
で
し
ま
い
ま
す
。

3
一
状
虫
、
豚
の
畑
虫
、
肺
虫
、
腎一

O
畑

虫

和
一

虫
、
鶏
の
畑
虫
、
コ
ク

シ
ジ
ウ
一
馬
t

豚
、
犬
、
猫
、
鶏
等
に
多

召
一
ム
、
犬
の
糸
状
虫
な
ど
多
く
の

一
い
寄
生
虫
で
す
。
こ
の
虫
が
多

目
一

種
類
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

一

数
寄
生
す
る
と
、
虫
の
出
す
毒

一
特
に
牛
の
肝
て
つ
は
全
国
に
拡

一
の
た
め
に
家
畜
が
中
毒
を
起
し

)
一
が
っ
て
い
て
、
肥
育
や
泌
乳
、
一
ま
す
。

号
一
労
役
等
に
大
き
な
損
害
を
与
一
ま
た
腸
内
に
入
っ
た
幼
虫
は
、

ω一
ぇ
、
日
本
住
血
吸
虫
は
人
体
に
一
腸
壁
を
破
っ
て

腹

腔

内

に
入

引
一
も
感
染
し
ま
す
。

、

一
り
、
肝
臓
や
肺
、
気
管
を
通
つ

向

w
一
ま
た
豚
の
畑
虫
は
人
の
蜘
虫
と
一
て
食
道
に
出
て
再
び
腸
に
帰
つ

-
同
種
と
い
わ
れ

よ
い
ま
す
の

一
て
親
虫
と
な
り
ま
す
。

酬
明
間
制
諸
説
一
市
内
新
中
卒
業
生
の

一三
銃
押
詰
佐
川

で
お
尋
ね
下
さ
い
。

一

E
2
'
f
J
b
L
K
ぬ

h
k

、
3
」

一
二
二
六
名
増
加
し
て
.い
る
。
そ

一

味

誕

注

寸

ム

ロ

砂

曜

も

訪

一
の
う
ち
進
竿
希
望
は
五
三
五
名

昭
和
三
十
二

一

卒
業
を
間
近
か
に
控
え
て
新
一
て
い
る
o

関
係
者
は
、
県
当
局

一
で
、
全
体
の
四
五
%
就
職
希
望

年
四
月
か
ら
ト

一

一

一
ま
勺
五

O
名
で
五
四
%
と
な
っ

ー
一
中
を
巣
立
つ
若
鳥
達
の
就
職
状

一
へ
学
級
増
加
の
陳
情
や
折
衝
に

一
引
払
り
、
こ
れ
は
昨
年
と
ほ
ぼ

一
一
一
一
首
咋
肘

一
況
は
ど
う
か
好
況
の
波
に
乗
っ

一
大
童
の
現
状
で
あ
る
o

一
同
じ
割
合
で
あ
る
が
、

人
数
で

一
た
と
い
え
、
伝
統
の
忍
耐
力
と

一

次
に
進
学
就
職
希
望
数
を
見

一
は
百
余
名
が
増
加
し
て
い
る
。

学
猶
予
叉
は
免

一
真
面
目
さ
を
買
わ
れ
、
各
地
で

一

二

-

除
の
必
要
が
あ

一
の
評
判
も
良
く
優
率
を
示
し
て

一
進

竿

就

職

希

望

内

訳

表

る
場
合
、
保
護

一関
係
者
を
喜
ば
せ
て
い
る
o

者
は
そ
の
理
由

一

な
お
進
学
に
つ

い
て
は
市
の

並
び
に
診
断
書

一発
展
と
共
に
向
学
心
が
年
々
現

を
持
参
の
上
、

一
わ
れ
、
高
校
へ
の
希
望
者
は
増

市
教
育
委
員
会

一
加
の
一
途
を
辿
り
、
実
業
校
の

で
そ
の
手
続
を

一他
、
第
二
志
望
の
規
定
も
な
く

と
っ
て
下
さ
る

一
落
胆
の
浮
目
を
見
る
も
の
は
百

様
御
闘
い
致
し

一名
余
を
下
ら
ぬ
と
予
想
さ
れ
、

ま
す
E

一受
験
を
前
に
可
愛
い
胸
を
痛
め

|ー児童就学猶予者は-j

一一一手続をお忘れなく 一一一l

揖
働
問
一
一
禦
倉
一貸
付
に
つ
い
て

居
間
、
押
入
、
台
所
、
浴
室
一
五
、
貸
付
額

等
を
建
増
し
し
た
い
が
差
当
つ
一

一

坪

当

り

て
手
元
に
金
が
な
い
¥
う
方

一寸
1
1
1
1
1
1
J
I
l
i
l
1
1
1
1
1
1
1
1」
l
l

二

二

F

E

?

一

41

5

1

4

C
E
--
t替
の
場
合
一
一

の
た
め
に
、
住
宅
金
融
公
庫
で

一
「
1
1
1
11
1「
I
l
li
l
i
-
-ー
ー

ー

ー

卜

1
1
1
11
1
J一
一

は
住
宅
増
築
資
金
貸
付
の
申
込

一一
耐
火

構

造

一

三

一
二

δ
o
J
一
五、
六
0
0同一一

を
次
の
と
お
り
受
付
け
て
い
ま

一寸

1
l
i
l
-
-斗
1
1
1
1
1
1
1
11
1
11
1
1
1
1
1
1
1
一
一

す
か
ら
融
資
に
よ
っ
て
建
増
し

一一
簡
易

耐

火

構

造

一

一

一七、

O
O
O
-
二
ニ
、五

0
0
一
一

を
希
望
さ
れ
る
方
は
至
急
お
申

一「

|

|

|-
J

引
は
l
同
ベJU
斗
到
1
14
引
1
1
4.一
一

込
下
さ
い
o

一

一庁

l
lN
直
凶
同
以
怖
は
防
巴
ト
比
同

op一
一

一
、
申
込
受
付
期
間

一一
防
火

構

造

一一間
山
耐
以
何
一一一
いい
い調
∞
∞
一

一
日
い
だ
∞
∞

一
一

一
月
十
六
日
ハ
水
V

か
ら

一「

l
i
l
i
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1・
一

三
月
十
五
日
ハ
金
〉
ま
で

一
六
、
融
資
の
利
率

一

築
一

O
、
五
O
O円
以
上

一

二
、
申
込
受
付
の
場
所

一

年
五
分
五
厘

一

耐
火
構
造
に
よ
る
増
築

一

北
陸
銀
行
本
庖
及
び
魚
津

一
七、

償
還
年
限

一

九
、
一

O
O
円
以
上

一

砺
波
支
庖
富
山
相
互
銀
行

一

木
造
防
火
構
造

一
十
、
そ
の
他

一

本
庖
及
び
高
岡
、
氷
見
支

一

五
年
以
内

一

1
11
1
1
1
1
1
1
1
1

時
計
伏
木
、
石
動
各
一
簡
易
耐
火
構
造
八
年
以
内

一

「

へ

い

獣

」

に

関

寸

ろ

MV3
む
ト
閥
抗

三
、
貸
付
の
対
象
と
な
る
増
築

一

耐
火
構
造
一

O
年
以
内

一

去

骨

子

乃

一

部

次

E

U

1
羽
以
上
、
あ
ひ
る

ま
イ

-
居
間
、
押
入
、
廊
下
、

一
へ、

賞
還
方
法

一

お

ノ

イ

l
u
-
立

ロ

己

E

1

1

・

一

一

、
1

・

;

4

1

1

-

特
別
清
掃
地
域
と
は
主
と
し

台
所
、
浴
室
、
便
所
等

一

元
金
均
等
の
二
カ
月
毎
に

一

-

一

一

こ
ん
ど
「
へ
い
獣
等
に
関
す

一族
昆
虫
の
発
生
を
防
止
て
市
街
地
で
す
が
、
隣
接
地
の

の
建
増
し

一

償
還

一

一

一

一
る
法
律
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ

一
は
汚
物
、
汚
水
等
を
な
く
し
て

ご

部
も
含
ま
れ
ま
す
。

庖
舗
、
事
務
所
、
倉
庫
一
九
、
貸
付
を
受
け
る
こ
と
の
で

一

リ

「

一

一

官
住
宅
部
分
に
模
様
一
日
目
向
山
内
叶
額
は
次

一付

、

開

時

間

域

別

れ

れ

一
政

仰

い

リ

リ

守

恒

一
ら

詞

品

川

仁

日

h
M
M

一
育
し
て
い
る
者
は
飼
育
し
て
い

一
の
あ
っ
た
畜
舎
に

つ
い
て
は
、

一

四
、
貸
付
を
受
け
ら
れ
る
坪
数

一

一

一該
当
者
は
市
役
所
か
保
健
所
に

借
入
金
十
万
円
に
つ
い
て

一
る
状
態
に
つ
い
て
保
健
所
長
に

一
保
健
所
と
市
の
厚
生
課
と
が
衛

一

一
戸
当
り
二
坪
以
上
九
坪

一

一

・

一申
し
出
て
下
さ

未
満
ハ
九
坪
は
入
ら
な
い
〉
木
造
ま
た
は
防
火
構
造
に

一届
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

一
生
的
な
施
設
に
な
る
よ
う

F
導

一

届
出
を
お
こ
た
る
と
後
日
罰

で
増
築
後
の

住

宅

の

住

宅

よ

る

増
ぷ

一
に
な
り
ま
し
た
o

こ
の
こ
と
は

一致
し
ま
す
)

一
u

部

分

の

総

坪

数

が

三

十

坪

一

四

七

七

O
O
円
以
上

一あ
く
ま
で
衛
生
的
な
理
由
に
よ

一
(飼
育
者
か
届
出
を
要
す
る
家

一
見
守
う
け
る
こ
と
も
あ
り
ま

以
下
で
あ
る
こ
と
o

簡
易
耐
火
構
造
に
よ
る
増

一
る
も
の
で
、
市
内
に
お
け
る
そ

一畜
)

一

血犬ぬ麻し 綱Oでにす ら侵腎!日Iiににー肺 。とひ吸て肝 のるま種時
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にかもばてりる 素なは せ出飼がて法らではき との血い Lい 困
問 ら良掃 畜 まよか場122 るた義、虫に寄い牛わみは使兎 γ まと
毒 もい 除舎 せうら所家 こ虫環そをは生まやめてほをがクすな
薬効のも のんに常にの とや 境れ とま 虫す 細 て聞と 出かム oり
で 果 で 簡日が注にな片 が卵をにるずの 0羊 小違んし斗 衰
尚的寄単当、意 情 り隅肝を良もこ駆予 、さいど次り 弱
帯 で生にりそし 潔易に心完 くまと虫 防 山なあこ々や 死

を
実
施
す
る
こ
と
も
良
い
し
、

糞
尿
は
敷
わ
ら
と
共
に
堆
肥
と

し
て
充
分
腐
敗
さ
せ
て
か
ら
使

用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

.

堆
肥
の
醸
酵
熱
で
は
ほ
と
ん
ど

寄
生
虫
卵
は
殺
滅
さ
れ
る
の
で

新
し
い
堆
肥
は
や
め
て
腐
熱
さ

せ
た
も
の
込
み
使
用
す
る
よ
う

心
が
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。なお
畜
舎
の
周
囲
を
情
潔
に
し

て
昆
虫
類
や
、
ね
ず
み
な
ど
の

発
生
と
か
侵
入
を
防
ぐ
こ
と
も

寄
生
虫
予
防
の
一
方
法
と
し
て

効
果
が
あ
り
ま
す
。

内
部
寄
生
虫
の
駆
除
は
駆
虫
剤

を
内
服
ま
た
は
注
射
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
駆
除
で
き
ま
す
が
、

薬
剤
に
は
劇
薬
が
多
い
の
で
必

ず
獣
医
師
の
指
示
に
従
っ
て
行

っ
て
下
さ
い
。

こ
の
よ
う
に
厳
冬
の
一

t
二
月

は
家
畜
の
寄
生
虫
駆
除
に
最
も

都
合
の
良
い
時
期
で
す
か
ら
家

畜
を
飼
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
ぜ

ひ
一
度
寄
生
虫
の
検
査
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
を
お
す
斗
め
し
ま

す
。なお
寄
生
虫
の
検
査
は
、
各
地

の
家
畜
保
健
所
(
上
市
、
入
善
〉

で
行
っ
て
い
ま
す
。
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主
な
就
職
先

事

業

所

名

小

坂

機

業

場

吉

田

工

業

魚

津

製

作

所

杉

野

ク

リ

ー

ナ

ー

大

愛

メ

リ

ヤ

ス

魚

津

製

綱

所

泰

平

製

作

所

福

元

製

健

所

辻

鉄

工

所
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穴
固
か
ら
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月
十
固
ま
で

人 6号、

回
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山毎
会
日
始
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t
F
1
4守

新
刊
紹
介

書

名

映
画
の
心
理
学

家
産
制
と
封
建

制イ
エ
ス
と
ノ
!

の
間
新
、
立
身
出
世

論こ
の
子
に
幸
を

編

著

者

波
多
野
完
治

マ
ッ
ク
ス

ウ
エ
l
パ
l

高
橋

小戸
野 川

行 ‘義
男孝

脱
税
、
税
金
の

天
国
地
獄
物
語

牧
野
富
太
郎
自

殺
伝
動
物
デ
カ
メ
ロ

ン背
徳
者
|
悩
め

る
魂
の
告
白

筏葵
獅

子

上

風
ひ
か
る

新
太
平
記
一

鍵楢
山
節
孝

眠
狂
四
郎
無
頼

控

一

陶
古
の
女

永
い
春

外

村

繁

村

上

元

三

梅

崎

春

生

山

岡

荘

八

谷
崎
潤
一
郎

篠

沢

七

郎

柴
山
練
三
郎

室

生

犀

星

三
島
由
紀
夫

谷
山

牧
野
富
太
郎

いいヰゴ

川
恥
l

ふ
か
1

江
口

武
男

民

生

委

員

決

ろ

一
一

社
会
福
祉
増
進
の

一
翼
を
担
っ
て
要
保
護
者
の
調

一
一

一
一
査
や
指
導
の
た
め
奉
仕
さ
れ
て
い
る
民
生
委
員
の
任

一一

一
一
期
が
満
了
し
た
の
で
、
こ
の
程
次
の
諸
氏
が
新
委
員

一一

一
一
に
決
定
し
ま
し
た
。

一一

結

婚

死
亡

出

生

人1

ハ宮
津
区
〉

寺
田
信
一

ハ住
吉

区
)

高
島
昌
二
合
ニ
ケ
区
)
島

津
い
と
ハ
町
三
ケ
区
》
折
川
こ

と
ハ
川
縁
区
〉
山
西
正
男
ハ鹿

野
区
〉

上
中
島
地
区

O
水
尾
太
吉

ハ吉
野、
川
原
、弥

源
寺
区
〉
里
崎
つ
や
ハ
浅
生
、
有

山
区
〉
梅
田
作
右
ヱ
門
ハ
下
棒

上
野
、
舛
方
区
〉
今
井
金
次
郎

ハ湯
上
、舛
田
区
〉
小
林
三
保
次

郎
ハ
出
、
岩
高
区
V

松
倉
地
区

O
木
下
鶴
次
郎
ハ鹿
熊
、小
菅
沼

区
)
河
崎
段
之
助
ハ
金
山
谷
区
〉

松
岡
庄
之
助

ハ鉢
、虎
谷
、大
熊

区
〉

小

池
重
隆
ハ
古
鹿
熊
区
〉

稗
苗
健
作

ハ稗
晶
、室
田
、
観
音

堂
区
〉
上
野
宮
平
ハ
坪
野
、北
山

池
谷
区
〉

-

上
野
方
地
区

O
窪
田
き
く
ハ大
海
寺
野
一

区
V

宮
崎
弥
之
助
ハ
大
海
寺
野
二
区
)

大
沢
豊
吉
ハ大
海
寺
新
二
区
υ

宮
坂
知
一
ハ
大
海
寺
新
一

区
〉

長
勢
良

一
ハ
石
垣
地
区
V

下
野
方
地
区

O
中
村
喜
佐
久
ハ
本
江
区
〉

中

屋
伊
作
ハ文
化
町
一

区
〉

小

坂

秋
子
ハ
文
化
町
二
区
)

谷
川
よ

し
ゑ
ハ
石
垣
新
区
〉

宝
田
米
次

ハ印
田
、
三
田
区
V

宮
崎
ヨ
シ
ハ

大
光
寺
区
〉

布

目
志
賀
子
ハ友

道
区
〉

片
貝
地
区

O
畑
山
道
堅
ハ黒
谷
区
〉

三

井

弘
作
ハ
道
坂
、
具
田
新
区
〉
三
由

キ
ミ
ハ
平
、
沢
、東
撤
区
V

徳
一本
謙

O
は
地
区
常
務
委
員

〈
〉
は
担
当
地
区

よ
魚
海
地
区

一
O
梅
原
善
苗

ハ高
町
、
中
町
、
下

一
タ
町
)
上
田
寛
龍
ハ
真
成
寺
町
、

一
餌
指
町
ぱ

野
田
菊
松
ハ新
金
屋

二
区
、
二
区
、
厚
生
会
館
、
母
子

一寮
V

山
口
信
次
ハ
新
金
屋
三
区
、

一沖
田
区
、
鴨
川
町
〉
成
田
富
次

一
ハ紺
屋
町
、
八
幡
町
V

金
三
津
作

一

月

二

十

八

日

(

月

〉

一

全

五
日

〈
火
)

一
次
郎
ハ
下
新
町
一
二
三
ニ
区
、
下

片
貝
奥
地
開
発
促
進
期
成
同
一
定
例
農
業
委
員
会
開
催

一猟
師
町
)

大

西
文
作
ハ新
屋
敷

盟
結

成

総

会

開

催

一

全

七
日
〈
木
)

一
区
、
出
村
区
、港
区
)
三
村
良
英

市
議
会
議
員
協
議
会
開
催
一
土
地
区
画
整
理
審
議
会
開
催

一
ハ荒
町
、寺
町
〉
松
木
政
之
ハ八

全

三
十

一
日
(
木
〉

一

全

八
日
(
金
〉

一
代
町
、
角
川
町
、橋
場
町
〉
島
崎

民
生
委
員
常
務
委
員
会
開
催
一
防
火
建
築
階
造
成
計
画
に
つ

一謙

一ハ
新
町
一

、
二
区
〉
吉
崎
秀

二
月
一
日
(金
)

一

い

て

説
明
会
開
催

一松
ハ
新
上
一
、
ニ
区
》
立
花
誠
一
ハ

加
積
小
学
校
増
改
築
竣
工
式

一
全
九
日
〈
土
〉

一
神
明
一
、
二
区
、
金
屋
二
、
五
区
V

全

二

日

(

土

〉

一

土

地

区
画
整
盟
-審
議
会
開
催

一
板
井
婦
み
ハ
馬
出
区
、
明
理
区
〉

土
地
区
凶
整
理
審
議
会
開
催
一

一
寺
崎
と
め
ハ
三
ケ
町
、
住
吉
町
〉

ド

|

』

1
1
6
1
1
1
1

1
三
由
ミ
ヤ
ノ
ハ

田
方
町
二
区
、

新
道
、臼
屋
町
υ

山
本
初
子
ハ
火

の
宮
区
)
大
角

喜
美
子

ハ
上
町

一
、二
区
、
新
上

三
区
)
青
山
志

乃
ぶ
ハ
金
浦
町
、

金
屋
町
一
区
〉

水
野
陸
子

ハ大

町
、
岡
町
〉
北
条

昭
代
ハ
東
小
路

、
田
方
一

区
、川

原
町
)

下
中
島地
区

O
杉
原
波
次
郎

ン

一
ハ
東
城
区
〉

宗
隆
ミ
サ
ヲ
ハ
島

尻
、
大
菅
沼
区
〉

加
積
地
区

O
泉
栄
次
郎
ハ
上
村
木
三
、
四
区

〉

広

瀬
甚

之
袋
区
、
横
枕
区
》

島
津
ゆ
き
ゑ
ハ
六
郎
丸
区
〉
相

馬
庄
策
ハ
相
ノ
木
、
吉
島
区
)
成

瀬
ム
ラ
ハ
上
村
木
一
、
二
区
》
中

松
俊
次
ハ
カ
ー
バ
イ
ド
社
宅
区

製
作
所
社
宅
区
〉

道
下
地
区

O
三
由
謙
一ニ
ハ
村
木
十
五
、
十
七

区
V

島
津
正
幸
ハ
記
念
社
宅
区
〉

大
田
正
義
ハ
村
木
十
三
、
十
四
区

〉
大
島
伝
四
郎
ハ
北
・見
江
、
釈
迦

堂
区
)

大

崎
米
松
ハ
本
新
区
V

岡
田
重
作
ハ村
木
九
、
十
、
十
六

区
〉
中
崎
勝
次
郎
ハ
青
島
住
宅

区
〉
金
盛
清
吉
ハ
村
木
十
一
、
十

二
区
V

山
瀬
ア
ヱ

ハ
岡
仏
国
、仏

叉
、
北
中
、
青
島
区
V

経
団
地
区

O
後
藤
広
作
ハ
浦
方
区
V

江
幡

安
雄
ハ
江
口
、
西
尾
崎
、
立
石
区
〉

岩
崎
由
次
郎
ハ
持
光
寺
区
U

高

松
仙
吉
ハ
地
方
区
》
藤
井
庄
助

ハ四
ツ
ヤ
向
区
〉
古
川
民
一
ハ
新

町
区
)
朝
野
義
雄
ハ向
町
区
)
後

藤
政
次
郎
ハ
表
向
区
〉

米
国
六

助
ハ
上
坂
之
下
区
)

経
沢
忠
信

ハ
下
以
之
下
区
〉

天
神
地
区

O
京
免
蔽
宝
ハ
東
山
地
区
V

安

田
信
長
ハ青
柳
区
〉
下
司
長
三

郎
ハ
天
神
野
新
区
〉
沢
田
通
久
ハ

東
尾
崎
区
〉

関
口
直
枝
ハ
木
下

新
区
〉

西
布
施
地
区

O
畠
山
荘
禅
ハ
小
川
寺
区
、
日
尾

区
〉

田

村
重
太
ハ
蛇
田
区
〉
本

井
喜
代
ハ
小
川
寺
区
、日
尾
区
)

川
上
善
五
郎
ハ御
影
区
〉

谷

崎

は
つ
ゑ
ハ
長
引
野
区
〉

畠
山
清

作
ハ
布
施
爪
区
V

山
沢
多
次
郎

ハ黒
沢
区
〉
大
沢
と
め
ハ
大
沢

区
)

治
維

今
日
の
原
子
力

様
浩

動l鹿血
乱日ぬ
|ら 鯨
東れ
欧た
の日

白自
由
へ
の
舞
踏

労
働
争
議

新
し
い
産
業
科

学フ
ラ

γ
ク
リ

ン

オ
デ
ツ
ト
の
男

友
だ
ち

イ
グ
は
こ
与
に

い
る
あ
る
微
笑

ロ
.
フ
レ
ス

イH ロフ
ノレ スtラ
メン
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グ

時
車
通
信
社

ジ
ョ
ー
ジ

マ
イ
ク
ス

サ
イ
ラ
ス

チ
ン
グ
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